
次期中間処理施設整備事業用地検討委員会　第５回会議　参考資料②
（２０１３０８０８組合議会全員協議会資料）

第５回
平成２５年８月２５日

予定

① 条例等根拠法令 事務局説明 了承

② 諮問事項 事務局説明 了承

委員長：寺嶋（学識）

副委員長：河邉（学識）、渡邉（住民）

④ 検討スケジュール 事務局案説明（資料１） 事務局変更案説明（資料２） ９月以降の日程調整

・前回検討からの継続性を維持しながら議論
を深めなければならない

・まちづくりや住民生活など様々な関連項目
で広がりを持った検討をすべき

・短期間で結論を出すことに不安
・十分な意見交換の時間が必要
・委員会の当初の段階で十分検討すべき

⑤ 委員会運営 事務局案説明 会議録のまとめ方について事務局案を説明

意
見

・会議録のまとめ方について全文、要約で意
見が分かれる

・発言の趣旨は変えずにコンパクトにまとめ、
全委員に確認をとる

事務局運営細則案の説明 承認

⑥ 専門委員会の設置 委員提案 専門部会要綱案を事務局説明 専門部会設置案を事務局説明 基本計画委員会検討結果を報告

意
見

・まちづくりに関する議論は専門委員会を立
ち上げ集中的に検討すべき

・コンセプトや環境機能などについて専門部
会である程度まとめる必要がある

・施設整備に関する事項は基本計画検討委
員会で進めるべきものではないか ・基本構想は基本計画委員会で検討

・ごみ処理基本計画検討委員会で検討する
ものと重複する可能性がある

・基本構想は両委員会の合同で検討すべき ・比較対象地抽出、評価項目等の検討は全
体会議で検討

・基本構想は基本計画委員会側にお願いす
ることが必要 ・専門部会設置は見送る

⑦ 委員会外からの意見徴収
意
見

・開かれた行政としてできるだけたくさんの住
民から有意義な意見を徴収すべき 提案 事務局案説明

・住民との合意形成として実施

① これまでの経緯・経過 事務局資料提出・説明 説明 事務局資料提出・説明 説明

② 自由意見交換 自己紹介 実施 実施

③ 市町の財政状況
意
見

・市町財政が厳しいことを共通認識し経済性
を重視すべき

意見
提
案

市町財政資料の提供及び説明を望む 検討 実施

④ 基本構想（施設コンセプト）
意
見

・用地の募集条件としてコンセプトを明らかに
しておく必要がある

意見 （基本計画委員会で検討）

⑤ 事業推進手法の比較 事務局資料提出・説明 説明 事務局資料提出 提出 事務局資料提出 提出 事務局資料提出

・施設規模の検討

・広報の方法 事務局案説明 事務局案提出予定

意
見

・あらゆる情報発信媒体を工夫して活用して
いくことが必要

・住民との合意形成 事務局案説明 事務局案提出予定

・基本計画策定においても同じ情報収集方
法を提案すべき

・両委員会の進行状況を情報として提出して
いくべき

・比較対象地の抽出手法 事務局案提出予定

・比較対象地の抽出条件

・地域振興事業の考え方

・比較評価項目等

・比較対象地の評価

・概算事業費の算出

・現地視察

・その他

① 先進地視察 先進地視察案の意見聴取説明 事務局案提示 事務局案説明 視察日程調整

・視察先について提案募集 ・先進地視察先案について複数提示 ・視察先をふじみ衛生と決定（秋頃）

【事務局企画】参加者７名

② 現施設視察

③ 現余熱利用状況視察

３：３６ ４：００主な審議・協議内容／委員会時間

次期中間処理施設整備事業用地検討委員会　経過

承
認
事
項

開催日
会議 関連施設視察 第３回 第４回第１回 第２回

平成２５年４月２１日
結果

提案

３：００ ３：３０
結果

平成２５年５月２６日 平成２５年６月２３日 平成２５年６月２３日

提出

現クリーンセンター視察、
共同溝、熱供給プラント視
察

意
見

結果 結果
３：１５

基計
委員
会に
要請

決
定
事
項

平成２５年７月２８日

継続
審議

調
査

継続
審議

意
見

承認説明

比
較
対
象
地
抽
出
・
評
価

継続
審議

市町財政課による財政状況と次期施設整備の
考え方を説明

フリートークによる委員個人の意見発表の時間
を設定

継続
審議

一部
継続
審議

決定

意
見

了承

決議

委
員
会
組
織
・
運
営

・慎重審議を前提に用地募集までの期間を
４か月延伸、委員会開催回数を４回から６回
に増やす

承認

③ 委員長・副委員長選任

承認

継続
審議

意
見


